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を示し，この方法をglucose oxidase および glucoamy lase の固定化に適用し，前者の担体として活
性炭および Amberlite CG-50がすぐれていること， glucoamylase の固定化には， Amberlite CG-
50が最適であることを見い出している。










に伴う hexokinase および glucose-6 -phosphate dehydrogenase の活性低下の要因を追求してい
る。その結果，アクリルアミドモノマーそのものの作用が固定化時にこれらの酵素を失活させること











えば glucoamy lase の固定化にはアンバーライト CG-50 が最適で、ある。
2) 固定化担体の粒子径の影響を検討し，固定化酵素の活性低下の主要因は粒子内拡散抵抗である。
3) 固定化 glucoamylase の触媒有効係数と Thiele モジ、ユラスの関係を求め，モジュラスの値が大き
い場合，基質濃度の高い場合には Michaelis- Menten 式の適用が困難となる。また，固定化酵素反
応の温度依存性は容積当りの反応速度係数の変化に基づく。




収率との比較を直鎖反応である hexokinaseと4g1ucose- 6 -phosphate dehydrogenase の系を例
として実験的，理論的に解析し，同一担体内に包括させることの有利性を明白にしている。さらに
酵素的，非酵素的分岐反応をともなう系についても理論的解析を行い，同一担体に包括せしめて有
利性を生ずる反応系を指摘した。
以上の成果は，酵素固定化技術の向上に貢献するとともに固定化酵素の反応速度，反応収率を解析
するための理論的手がかりと指針を与えており生物化学工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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